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わかりやすい症状 

わかりにくい症状 

■意識がない 

 

 

 

  ・呼びかけに対して反応がない 

■突然、片方の手足があきらかに 

  動かない 

 

 

 

       ・歩いているとき、座っているときに傾く 

  ・手足が思うように動かない 

以下の症状は、来院が遅れる傾向がみられますので注意してください。 

「もう少し様子をみてみよう・・・」が、大きな後遺症につながることがあります。 

■片方の手足に軽度のしびれや、力の入りにくさがある 

    ・箸がうまくにぎれない   
    ・ボタンがうまく留めれない  
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始めは軽くても徐々に症状がす
すみ、最後にはまったく手足が
動かなくなることがあります。 

また、手足同時でなく、はじめは
手だけ、または足だけに症状が
でることもあります。 

■物が見えにくい、見える範囲が狭くなった 

    ・視力が落ちたように思う 
      ・新聞や本の文字が見にくい 
      ・壁や人、物によくぶつかる Ｃ 

眼科を受診する方も 

多いようです。 

脳卒中の症状 

■手足や顔の感覚がおかしい 

        ・痛みや熱さを感じない  

      ・ピリピリしびれた感じがする  

■言葉がでにくい、話しにくい 

        ・いつもの話し方と違う  

      ・思うように話せない  

■顔を触っている感じや、顔の表情がいつもと違う  

        ・水を飲むと口の横からこぼれる 

      ・片方の目や口が下がっている  



脳梗塞には血栓溶解療法という 

治療法があります 

rt-PA という薬を使います 

血管に詰まった血の塊を溶かし、血流を回復させる
療法です。血流が戻ることで、症状が劇的に改善し、
完全によくなることも少なくなく、そうでない場合
も後遺症が大きく軽減する可能性が高いといわれて
います。 

しかし、その治療を受けるには症状出現から３時間
以内に治療開始することが必要です。 

症状出現から遅くとも２時間３０分以内の受診が 
必要です。 

そして、治療開始が早いほど、大きな治療効果が期
待できます。 
脳梗塞の治療は本人や周りの人が 
        「脳梗塞では？すぐに病院に行こう！」 
と思うことから始まります。 

左頁のような症状がある時は、軽い症状でも救急車 
を使用してください。        
           救急車の連絡方法は裏表紙にあります。 

直接、専門病院を受診することが、少しでも早い治
療開始につながります。 



自分に症状がでたときはもちろん、家族の症状に 

気づいたり、電話で相談を受けたときも、 

すぐに救急車を呼んで、専門病院を受診してください。 

救急車の連絡方法 １．すぐに１１９番に電話 

２．「救急です！」 

３．年齢・名前・症状を伝える 

 製鉄記念八幡病院 の急患連絡先 

   ９～１７時医事課総合受付 ℡ ０９３‐６７２‐２９２３ 

  時間外急患受付     ℡ ０９３‐６７２‐３１１１ 

   受診時は、お薬手帳または現在、内服している薬を持参しましょう 

製鉄記念八幡病院は 

２４時間 専門医による 

体制を整えています 

84歳 Ｓ.Ｉさんの体験談 45歳 Ｔ.Ｊさんの体験談 

製鉄記念八幡病院では、ＳＣＵ（脳卒中ケアユニット）を併設し、 

西日本でも有数の治療実績があります。 

とにかく、症状に気づいたときに、すぐに来ていただくことが大切です！ 

昨年９月２４日、職場で突然脳梗塞を発症し、すぐに
救急車で製鉄記念八幡病院に運ばれました。発症から
３０分以内で病院に到着し、早い治療を受けることが
できたお陰で、発症後５ヶ月を迎えますが、元の生活
に近い状態までに回復しています。一時はどうなって
しまうのかと考えるような後遺症（右足が全く動かな
い状態）が残っていましたが、早期治療とリハビリに
より、外から見た目では分からない程になっています。
脳梗塞治療は早ければ早いほど回復できる病気だとつ
くづく思います。私の場合は、予兆がなく突然の発症
でしたが、幸運にも職場のみなさんに助けてもらうこ
とができました。周りの人々から助けていただいた命
です。今の生活に戻れたことをありがたく感謝すると
ともに、一人でも多くの方々に早期治療の大切さをお
伝えしたいと思います。 

もう寝ようと思い、リモコンでテレ
ビを消そうと思ったら、右手がまっ
たく動きませんでした。右足も重く
なっていました。どうしようかと迷
いましたが、娘たちが病院にすぐ連
れて行ってくれました。点滴が始
まって10分もしないうちに、手が動
き出したのには驚きました。夜中の
１時頃だったにもかかわらず、先生
がいてくださって助かりました。 

今はもうすっかり元気になり、デ
パートにお買い物にも行けます。字
も書けますよ。 


